
林産試験場の試験研究のあらまし

北海道立林産試験場は，昭和25年に林業指導所

として開設されて以来，木材の高度利用技術の開

発・改良に努め，北海道における木材利用技術セ

ンター としての機能 を果 してきました。

設立以来40数年間にわた り，木材産業および行

政からのニーズを積極的に研究課題 として取 り上

げ，その成果の普及に努めてきました。 しか し，

昨今の木材産業界を取 り巻 く状況はあらゆる面で

厳しさを増 してお り，そのため，試験研究に対す

る期待はますます大 きな もの となっています。

ここに平成 6 年度の試験研究の取 り組みについ

て紹介 します。

林産試験研究をめ ぐるニーズ

平成 5 年の新設住宅着工数 は，全国的には対前

年比5．9％の伸びでしたが，北海道においては15．5

％の大幅な増加 を示 しました。 6年 も金融公庫の

基準貸付金利の引 き上げが予想 されてはいるもの

の， 5 年 と同程度の着工数が予想されています。

したがって，この部分だけをみると，北海道の木

材産業に とっては主要な用途である建築分野での

需要が上向 きにな り，景気回復の兆候 として期待

されます。 しかし，環境問題に端 を発 した原木事

情の悪化，為替レー トの高値安定，ガット・ ウル

グアイ・ ラン ド決着による輸入木製品 との価格 ・

品質面での競争激化など，木材産業 を取 り巻 く状

況はこれまで以上に厳 しくなっています。 さらに，

建設省が本年 3 月に発表 した「住宅建設コス ト低
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減に関す るア クション・プログラム」の中で，西暦

2 000年 までに標準的な住宅の建設 コス トを30％低

減す ることを提言しています。その手だての一つ

と＼して，建築資材および住宅の円滑輸入を掲げて

います。安価な輸入品を積極的に使用していく気

運が高まれば，価格的に不利 といわれている国産

材を活用 して行 く上で，一層状況は厳しくなり，試

験研究に対す る要望 もますます多様化 してきます。

当場が取 り組むべ き試験研究のニーズとして，

以下のことなどが上げられます。

1 ） トドマツを主体 とした造林木の用途開発，あ

るいは南洋材伐採などに起因す る環境問題に対

処す るための新たな木材の利用技術を開発する。

2 ）住宅着工における木造率の低下に対処し，非

木質系材料 との競争に勝つため，木質資材の開

発とデザイン性 を付与 した製品開発 を進めると

ともに，大規模木質構造物の研究開発を行 う。

3 ）住宅内部での居住性 を高めるため，燃える，

狂う，腐るという木材の欠点を改善するための

技術開発を進めるとともに，防音，安全性など

の新たな機能 を付与させる研究開発をす る。
ぜいじゃく

4 ）木材産業は一般 に経営基盤が脆 弱 で商品開

発力が十分ではなく，企業の技術力のワンラン

クアップをより推進す るため，具体的な製品を

試作 して企業に提示す るとともに， メカ トロニ

クスなどの先端技術 を利用 した生産工程 の自動

化，省エネ機械設備の開発・改良を行 う。

5 ）これまで，林地に放置されてきた樹菓やササ
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などのバイオマス資源の有効活用 ときのこの新

品種開発および栽培技術の向上を図る。

試験研究の目標

本道の木材資源背景や需要動向，社会経済環境

の変化に対応 し，高度化・ 多様化する木材業界の

ニーズに的確かつ迅速に応えていくため，当場で

は次の三つの 目標 を柱 として，経常研究 をは じめ，

公設試験研究機関および民間企業 との共同研究や

民間企業からの受託研究のほか，場内部でのプロ

ジェクト研究を積極的に進めていきます。

≪木材利用の多様化 を促進するための技術開発≫

この研究目標は四つの中項 目（別表参照）か ら

なり，その内容は次の とお りです。

1 ）木材の需要分・野拡大のため，木質内外装材や

木製エクステリアについて，デザイン性 を付与

した製品開発を進めるとともに，木造住宅，大

規模木質構造物の施工技術の開発を進めます。

2 ）木質材料の特徴である燃える，狂 う，腐るな

どの性質を改良したり，寸法安定性，耐朽性，

防火性などの性能 を付与 した製品開発 をします。

3 ）木質材料 と異種材料との複合化による新たな

性能 を付加 した材料の製造技術 を確立するとと

もに，材料性能に合 った用途 を開発 します。

4 ）木質材料の使用マニュアルを充実させ るため，

樹種ごとの材質や木質資材の各種性能 を評価 し，

使用指針 となるマニュアル を整備 していきます。

≪木材産菓の体質強化を促進するための技術開発≫

この研究 目標は三つの中項 目からなり，その内

容は次のとお りです。

1 ）木材産業における各種の生産技術を改善・開

発するため，切削，乾燥，注入，表面処理など

の加工技術の開発 を進めます。

2 ）木製品の生産工程 を合理化す るため，製材，

集成材，一合板および成形板の各製造工程の改善

に取 り組みます。

3 ）開発製品の市場性 を評価す るため，デザイン

性を含めた市場性の分析，製造 コス トの低減化
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の検討 を行 うとともに，木材産業の技術診断 ・

経営診断のための簡便なソフ ト開発を行います。

≪未利用森林資源の活用技術開発≫

この研究目標は二つの中項 目からなってお り，

その内容は次の とお りです。

1 ）林地残廃材，工場副産物などの有効利用 を図

るため，化学的・物理的手法による木材成分お

よび炭化物の利用技術の開発 を進めます。

2 ）微生物的手法による木材の有効利用を図るた

め，食用菌の品種開発や栽培技術の開発・ 改良

に取 り組みます。

平成 6年度研究テーマの概要

上記三本柱の研究 目標に沿って，平成 6 年度は

6 2の研究課題について取 り組んでいきます。この

うち，木材業界・行政等から強い要望のあった新

規の研究課．題が29課題，道立試験研究機関や民間

企業 との共同研究が 5課題，民間企業からの受託

研究が 7 課題 となっています。

以下，今年度の研究内容 を研究 目標別 に紹介 し

ます。

≪木材利用の多様化を促進するための技術開発≫

1 ）需要分野拡大のための木材利用技術開発

（ む 木質内外装材の製品開発

木製サッシ・ シャッターの施工方法等の開発

②木造住宅の施工技術および資材の開発

遮音性，安全性等の性能を有す る木質系多機

能床材料・構造の開発，道産針葉樹材を用いた

住宅用高機能性部材・枠組壁工法用部材の製造

技術，木材の性質を活かした航空機騒音対策技

術および寒冷地に適合 したサンルームの開発

③大規模構造物の施工技術および資材の開発

大断面集成材 とケーブルを用いた木造大架構

構造物の開発

④木製エクステリア製品の開発

木材とコンクリー トあるいは金属との複合化

による新たな屋外用の製品開発

2 ）木質材料の性能向上技術の開発
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①寸法安定性向上技術の開発

マレイン酸・ グリセ リン処理木材 を用 いた耐

久性 を有する木製窓枠の製造技術開発

②耐朽性向上技術の開発

C C A 代替薬剤による環境に配慮 した防腐処

理木材の性能評価

③耐火性向上技術の開発

難燃性薬剤 を固定化 した屋外用耐候性難燃処

理技術の開発

④新性能付与技術の開発

アンモニア着色による木質材料の高付加価値

化および振動特性 を改善す るための異種材料 と

の複合化技術 の開発

3 ）木質材料 と異種材料 との複合化技術の開発

①複合材の製品開発と製造技術の確立

木質系廃棄物を原料とする複一合材料の開発，

木材 とセメン トの複合化による水産系資材の開

発および木材チップと不織布繊維の複合化によ

るボー ド製造技術の開発 と性能評価

4 ）木質材料の使用マニュアルの充実

（ む 樹種ごとの材質評価

道産広葉樹材・ アカエゾマツ人工林間伐材の

材質評価および造林木の立木状態での材質評価

②木質資材の各種性能の評価

打撃音法による製材の等級区分 システムの実

用化，橋梁等に用いられる屋外構造用集成材の

接着耐久性および水性塗料の塗膜の耐久性評価

≪木材産業の体質強化を促進するための技術開発≫

1 ）生産技術の改善・ 開発

（ 卦 切削技術の改善・ 開発
のこ

帯鋸盤の送材速度の自動制御による製材工程

の省力化技術の開発

②乾燥技術の改善・ 開発

広葉樹・建築用柱材の乾燥後の品質管理，高

圧水蒸気処理による木材の通導性改善および

木材の高温乾燥技術の開発

③注入技術の改善・開発

新たな釘式インサイジングマシーンの開発

④表面処理技術の改善・ 開発
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外装用集成材の透明塗装技術の開発 と侃進劣

化試験による性能評価

2 ）生産工程の合理化

①製材工程の合理化

トドマツ小径木利用技術の開発お よび帯鋸 目

立て自動化技術の開発

②集成材製造工程の合理化

節をデザインとして取 り入れた集成材の試作，

製材工場における副材の集成化技術および針 ・

広葉樹構成積層材の製造技術の開発

③合板製造工程の合理化

道産広葉樹を表層単板 として用いた複合コン

クリー ト型枠用合板の製造技術開発

④成形板製造工程の合理化

背板および小径木を用いた構造用ボー ドの製

造技術開発

3 ）開発製品の市場性の評価

①市場性の分析

個別技術ごとのノウハウ蓄積 と木材産業にお

ける経営診断に関するエキスパー トシステムの

開発，人工林からの径級別素材の出材予測お よ

びボー ド製造工場の本道立地の可能性の検討

≪未利用森林資源の活用技術開発≫

1 ）化学的・ 物理的手法による利用技術開発

①炭化物 としての利用技術の開発

木質系油吸着材の製造技術開発およびフェノ

ール樹脂含浸積層材の炭化生成物の性能評価

②粉砕物としての利用技術開発

木材チ ップの新 たな用途開発

③成分の利用技術の開発

森林バイオマスの保健衛生面への利用技術お

よびササか らのキシロオ リゴ糖製造技術の開発

2 ）微生物的手法による利用技術開発

①食用菌栽培技術の確立

シイタケ等の優良品種の開発，ハ ウス管理に

よるシイタケの原木・菌床栽培技術の確立，ナ

ラタケ菌床栽培技術の確立，菌床栽培における

糸状菌汚染の防除対策の確立

（ 林産試験場 企画課）
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平成6 年度林産試験場試験研究テーマ一覧 （62テーマ ：新29，継33）
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大 ・中 項 目 小　 項　 目 試 験研 究 テー マ
研 究

期 間

Ⅰ 木 材 利 用 の 多様 化 を促 進

す る ため の 技術 開 発

1 ．需 要 分 野拡 大 の ため 1　 木 質 内外 装 材 の 製 ① カ ラマ ツ 中大径 材 を利 用 した製 品 設計 と試作 3 ～ 6

の木 材 利用 技 術 の 開 品開 発　　　　 」 ② 木 製 サ ッシの施 工 方 法 に 関す る研 究 5 ～ 6

発 ③ 木 製 シ ャ ッ ター の開 発 6 ～ 7

2　 木 造住 宅 の施工 技 ① 木質 系 多機 能床 材 料 及 び床 構 造 の 開発 4 ～ 8

術 及 び 資材 の 開発 ② ト ドマ ツ 中径 材 を利 用 した住 宅 用 高機 能 性部 材 の開発 5 ～ 9

③ 道産 材 に よ る枠 組 壁 工法 用 部 材 の 製造 技 術 6 ～ 8

④ 木造 3 階建 住 宅 の構 造 と施 工 方 法 6 ～ 7

（9 木製 サ ンル ー ムの 開 発 5 ～ 7

⑥住 宅 の航 空機 騒 音 対 策 技術 の 開発 6 ～ 8

⑦安 全 性 と居住 性 を備 え た床 仕 様 の 開発 6 ～ 7

3 大規 模 構 造 物 の施

工 技術 及 び 資材 の

開発

（五木造 大 架構 構 造 物 の 開発 3 ～ 6

4 土木 ・農 業 用施 設

等 の施 工 技術 及 び

資材 の開 発

5　 木 製 エ クス テ リア （丑エ ク ステ リア製 品 の デザ イ ン開発 ＿ 6

製 品 の開 発 ② 木 材 と コン ク リー トの複 合 ブ ロ ックの 開発 6

2 ． 木質 材 料 の 性 能 向上

技術 の開 発

1 寸法 安 定性 向上 技

術 の開 発

① M G 処 理木 材 の 実 用化 に関 す る研 究 5 ～ 6

2　 耐 朽 性 向上 技術 の ① アル キル ア ン モニ ウム化 合 物 に よ る防腐 処 理 の 評価 5 ～ 6

開発 ② ア ンモ ニ ア性 鋼 含有 防腐 剤 （A C Q ） に よ る道産 材 の 防

腐 処 理 に関 す る研 究

③ 固形 防 腐剤 を埋 め込 んだ 木 製 サ ッシの 防腐 性 能 の研 究

6

6 － 7

3 耐 火 性 向上 技 術 の

開 発

（彰屋 外 用 耐候 性 難 燃処 理 技術 の 開発 6 ～ 8

4 強 度 向 上技 術 の 開

発

5 一遮 音 ・吸音 性 向 上

技 術 の 開発

6　 新 性 能付 与 技 術 の ① ア ンモ ニ アに よ る木 材 の 着色 技 術 の 開発 5 ～ 6

開 発 ② ホ ウ酸 の 固定 化率 の 向上 6

③ 単 板 と異種 材 料 の複 合 化 5 ～ 7

3 ．木 質 材 料 と異種 材 料 1　 複 合 材 の製 品開 発 ① 木 質 系廃 棄 物 を原料 と した複 合 材料 の開 発 5 ～ 8

との複 合化 技術 の 開 と製 造 技術 の確 立 ② 木 質 系水 産 資 材 の開 発 6 － 8

発 ③ 木 材 チ ップ と不 織布 等繊 維 の複 合 ボ ー ドの 製 造及 び性能

試 験

6

4 ． 木 質 材 料 の使 用 マ ニ 1　 樹 種 ご との材 質評 （》道 産広 葉 樹 材 の材 質 4 － 6

ユ アル の 充実 価 ② 造林 木 の立 木 で の材 質 評価 一枝 と幹 との 関 係 － 5 ～ 7

③ ア カ エ ゾマ ツ 人工 林 間 伐材 の材 質 6 ～ 7

2　 木 質 資材 の 各種 性 ① 打 撃音 法 を用 い た等 級 区分 シ ステ ム の実 用化 試験 6 ～ 7

能 の評 価 ② 屋 外構 造 用 集成 材 の 接 着性 能 評 価 4 － 6

③ 水性 塗 料 の 塗 膜耐 久 性 に 関す る試験 6

3 木 質 資材 の使 用 マ

ニ ュ ア ルの 整備



林塵試験場の試験研究のあらまし

林産試だより 1994年 6 月号

ー5 －

大 ・中項 目 小　 項　 目 試 験 研 究 テー マ
研 究

期 間

ⅠⅠ 木 材産 業 の体 質 強化 を侃

進 す る ため の 技術 開 発

1 ． 生産 技 術 改善 ・開発 1　 切 削 技術 の改 善 ・ ① 製 材工 程 の省 力化 技術 の 開 発 一帯 鋸 盤 の送 材 速 度 の 自動 5 － 6

開 発 制 御 －

2 破 砕 技術 の改 善 ・

開 発

3　 乾 燥 技術 の改 善 ・ （》広 葉樹 乾 燥 材 の含 水 率 管理 の検 討 6 ～ 7

開 発 ② 高 圧 水蒸 気 処 理 に よ る木 材 の通 導 性 の 改善 6 － 8

③ 木 材 の 高温 乾 燥 技術 の 開 発 6 － 8

④ 建 築 用柱 材 の 品質 管 理 6 ～ 7

4 注 入 技術 の改 善 ・

開発

① 連 続 釘 式 イ ンサ イ ジ ン グマ シン の開 発 5 ～ 6

5 ・接 着 技術 の改 善 ・

開発

6 表 面 処理 技術 の 改

善 ・開発

（丑外 装 用集 成 材 の透 明塗 装 技 術 3 ～ 10

7　 新 加 工 技術 の開 発

2 ． 生産 工 程 の 合理 化 1　 製 材 工程 の合 理 化 （》 ト ドマ ツ小 径 木 利用 技 術 の 開発 5 ～ 6

② 帯 鋸 目立 て の 自動化 技 術 の 開発 5 ～ 7

2　 乾 燥 工程 の合 理 化

3　 集 成 材 製 造工 程 の （》有 節 集成 材 の試 作 と評 価 5 － 6

ノ合理 化 （卦製 材 工場 に おけ る副材 の 利 用 開発 5 － 6

③ 異 樹 種構 成 構 造 用積 層 材 の 製 造 技術 に 関す る研 究 6

4 合 板 製 造工 程 の合

理 化

① 道 産 材 を用 い た複 合 型 枠 用 一合板 の製 造 技術 開発 4 ～ 6

5 成 形 板 製 造工 程 の

合 理 化

① 長 繊 維 エ レ メ ン トを用 いた 構 造用 部 材 の 開発 5 ～ 7

6　 加 工 工 程 の合 理 化

3 ． 開 発製 品の 市 場性 の 1　 市場 性 の分 析 （》木 材 業 に お け る経 営改 善 4 ～ 6

評 価 （勤 ト ドマ ツ 人工 林 か らの径 級 別素 材生 産 予 測 6

（卦O S B 及 びM D F 製造 工 場 の 本 道立 地 可能 性 の検 討 6

2　 製造 コストの低減化

ⅠⅠⅠ 未 利 用森 林 資 源 の活 用 技

術 開 発

1 ． 化 学 的， 物 理 的 手法 1　 炭 化 物 と して の利 ① 木 質 系 油 吸着 材 の 製造 技 術 の 開発 5 ～ 7

に よ る利 用 技 術 開発 用 技術 の 開発 （参フ ェ ノー ル樹 脂 含 浸積 層 材 の 炭化 条 件 及 び生 成 物 の性 質 5 ～ 6

の把 握

③ 流 出油 の 回収 ・処 理 技術 に関 す る研 究

6

2 粉 砕 物 として の利

用 技術 の 開発

① 木 材 チ ップ を暗 渠 用疎 水 材 等 に 利用 す るた め の調査 研 究 6 ～ 8

3　 成分 の利 用 技術 の （》北海 道 森林 バ イ オマ ス の保 健 衛 生面 へ の新 規 利 用 法 に 関 5 ～ 7

5 ～ 6

開発 す る研 究

② ェ ゾマ ツ樹菓 の植 物 生理 活 性 成分 の検 討

③ サ サ触 媒 添加 蒸 煮 の検 討 6 ～ 7

④ 木質 系 固定化 担 体 の 開発 6 － 7

2 ． 微 生 物 的手 法 に よ る 1　 食 用菌 栽 培 技術 の ① シイ タケ優 良 品種 の 開発 5 ～10

利 用 技術 開発 確 立 （多食用 菌 の分 子生 物 学 的研 究 6 ～12

③ハ ウ ス管 理 に よ る シ イタ ケ原 木 栽培 技 術 の確 立 5 － 8

④ シイ タ ケの 菌床 栽 培 技術 の開 発 5 ～ 9

⑤ ナ ラ タ ケ属 菌床 栽 培 技術 の確 立 5 ～ 7

⑥菌 床 栽 培 に お け る糸状 菌 汚 染 防 除対 策 の 検 討 5 ～ 9

⑦ タモ ギ タケ新 品種 の 育成 6

2　 微 生物 機 能 の 利用


